第１学年○組　　道徳学習指導案
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　
１　主　題　公共の精神（Ｃ－12　社会参画、公共の精神）
２　教　材　「無人スタンド」（明るい人生　１年：愛知県教育振興会）
３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について
中学生のこの時期は、既成のものに対する反発心が生じる年代であるが、その一方で、自己中心的で自分勝手な言動を良くないことであると思うことができ、社会の仕組みもある程度理解できるようになり、人間のよりよい生き方について自覚をもち始めるようになる。そこで、法やきまりを守ることだけでよしとせず、周りにも声をかけ合って、ともに社会をよりよくしようとする気持ちを高めることが大切であると考える。
本教材は、わたしの家の近くで熱心に農業を続けている千葉さんが、道路沿いの軒先に野菜を並べて販売している「無人スタンド」を舞台にしたものである。わたしが、無人スタンドで三百円の代金のうち百円しか置いていかなかった少年を見かけるものの、声をかけることができず、その少年はその場を立ち去ってしまう。後日、千葉さんにたまたま会ったわたしはそのことを話し、注意すればよかったと思っていることを伝えた。すると彼女は「そんなことで近所の人と、ガタガタしたくないし、あまり角をたてないほうがいいわよ。」と不機嫌そうに言うのであった。少年のために注意すべきだったのではと思うわたしの自責の念と、千葉さんの言葉との間で、釈然としないものを感じるわたしの心情を考えることをもとに、みんなが幸せにスタンドを利用するために何が必要であったかを考え、公共の精神について考えを深められるようにしたい。また、社会生活をよりよいものにしていくためには、社会のルールやマナーを大切にして自他への配慮と思いやりをもち、周りの人々と声をかけ合って、ともに明るく住みやすい世の中にしていこうとする気持ちが大切である。そのような事にまで生徒一人ひとりの考えを深めていきたい。

（２）子どもの実態について
　　　本学級は、笑顔が多く、明るい雰囲気である。明朗活発だが、幼さの残る生徒が多く、男女分け隔てなく関わることができる生徒が多い。また、すすんで他の生徒の活動を手伝うことができたり、学級のために行動できたりする生徒もいる。しかし、時に自分のことを優先するために時間に遅れてしまうなど、周りに迷惑をかける場面が見られることもある。
本教材を通して、自己中心的な言動ではなく、ルールを守ること、さらに、相手への配慮と思いやりを大切にし、明るく住みやすい世の中にしていくためには、何を大切にしていけばよいのかを考えることをもとにして、公共の精神について考えさせたい。

４　本時の構想
（１）本時のねらい
・　無人スタンドをめぐる登場人物の心情を考え、他者と意見交換をすることで、公共の精神を深めることができる。

（２）ねらいにせまる学習活動
　　・　学級全体での意見交換を通して、他者の様々な考えに触れる。
　　・　意見を記述してから少人数のグループで話し合うことで、自分の考えを深める。




（３）本時の展開（ねらいにせまる学習活動）
	過程
	学　習　活　動
	指導上の留意点

	
つ
か
む

７
分
	１　日ごろの生活で、「○○しておけばみんなのためになったな」と思うことはないか思い出す。
２　無人スタンドの写真を提示し、本時の教材について知る。


	・　市松模様のコの字型隊形で授業を始める。

・　無人スタンドを舞台にした物語であることを伝える。
・　無人スタンドの写真を提示して、無人スタンドについて知っていることを聞く。

	

深

め

る

35
分

	３　教材の前半の範読を聞き、内容を理解する。
　◯　どうして少年は戸惑いの表情を見せたのだろうか。
＜予想される意見＞
　　　・　お金が足りなかったから。
　　　・　百円で持って行こうとしたのを見られたから。
４　教材の後半の範読を聞き、内容を理解し、「わたし」と「千葉さん」の心情を考え、自分の意見をワークシートの記入し、発表する。
　◯　あなたは、「わたし」と「千葉さん」のどちらに共感しますか。
＜予想される意見＞
【わたし】
　　　・　少年のために注意すべきである。
　　【千葉さん】
　　　・　他人を簡単に疑うのはよくない。
５　問題点を考え、グループで話し合う。
　◯　幸せに無人スタンドを利用している人は誰だろうか。
みんなが幸せに無人スタンドを利用するためにはどうしたらよいだろうか。


＜予想される意見＞
　　　・　誰もがわかりやすく利用できる工夫をする。
　　　・　他人のことを信じることを大切にする。
	・　ワークシートを配付する。
・　登場人物を確認しながら、場面を思い出させる。




・　ワークシートに自分の意見を記入させ、黒板に名札カードを貼り付けるよう声をかける。
・　全員が貼り付けたら、生徒に理由を発表させる。





・　４〜５人のグループ隊形をつくるように指示する。



・　自分の意見をワークシートに記入させる。
・　話し合った内容を発表するように伝える。

	見
つ
め
直
す
８
分
	６　本時の学習を振り返る。

	・　隊形をコの字型隊形に戻すように指示する。
・　ワークシートが書き終わった生徒数名に感想を発表させる。
・　自己評価を記入させる。


（４）評　価
・　無人スタンドをめぐる登場人物の心情を考え、他者と意見交換をすることで、公共の精神を深めることができたか。

（５）板書計画
[image: C:\Users\shokuin\Downloads\IMG_1171.JPG]
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。
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